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2016年7月20日 「70都市住宅価格指数」は沈静化へ（中国）  
2016年7月  7日 財新の「PMI」 （中国） 
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2016年7月20日 

固定資産投資と不動産開発投資 

目先成長率鈍化も先行き復興需要で持ち直しへ 

■中国国家統計局が発表した16年4～6月期の国

内総生産（GDP）は、物価変動を除く実質で前

年同期比＋6.7％でした。習近平指導部の16年

の目標である「6.5～7.0％」の範囲内であり、市

場予想（ブルームバーグ集計、6.6％）をわずかに

上回りました。 

■ただし、集中豪雨による長江の氾濫で洪水被害が

拡大している影響もあり、7～9月期の成長率はや

や鈍化する見込みです。 

実質GDPは6.7% 
市場予想を上回る 

■一方、固定資産投資は1～6月に前年同期比

＋9.0％と、1～5月（同＋9.6％）より伸びが縮

小しました。製造業を中心に民間投資の勢いが急

速に鈍っていることが主因です。1～6月の民間投

資は、同＋2.8％にとどまりました。 

■1～6月の不動産開発投資も同＋6.1％となり、

1～5月（同＋7.0％）から伸びが鈍化しました。 

6月の固定資産投資は減速 
民間投資が低調 

最近の指標から見る中国経済（2016年7月） 

■固定資産投資が減速した背景には、習近平指導

部が過剰設備の廃棄など構造改革路線を掲げて

いることで、政策に敏感な民間企業が投資に慎重

になったことが考えられます。更に、洪水被害が拡大

している影響もあり、今後成長率はやや鈍化すると

見込まれます。 

成長率鈍化も先行きは復興需要で持ち直しへ 

■ただし、中国政府は、洪水被害対策として緊急支

援策を決めるなど、当面の政策方針は構造改革よ

りも景気支援が前面に出てくると見られます。今後

公共工事の拡大が想定されるため、目先の景気は

減速しても先行きは復興需要により持ち直すと期

待されます。 

（注）データは2015年4-6月期～2016年10-12月期。 
     2016年7‐9月期以降は三井住友アセットマネジメントの予想。 
（出所）中国国家統計局のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
  

実質GDP成長率（前年同期比） 

（注）データは2015年4月～2016年6月。年初来累計の前年比。 
     1月、2月は1-2月平均の前年同期比。数字は2016年6月。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
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